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中
国
研
究
集
刊

重
号
（
第
六
十
八
号
）

令
和
四
年
八
月

九
九

一
〇
四
頁

―

〈
特
別
寄
稿
〉

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
発
見
と
活
用

郭

映

雪

序

論
、

、

竹
簡
は

戦
国
時
代
か
ら
魏
晋
時
代
に
か
け
て
主
に
使
用
さ
れ
た
書
写
材
料
で
あ
り

（

）
。

、

、

細
長
い
竹
片(

木
片)

で
作
ら
れ
て
い
る

図
１

紙
が
普
及
す
る
前

古
代
人
は
当
初

文
字
を
甲
骨
や
青
銅
器
に
記
し
て
い
た
が
、
書
写
材
料
に
制
約
が
あ
り
、
文
化
や
思
想

を
広
く
伝
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
殷
（
商
）
時
代
ま
で
は
、
文
字
を
使
用
で
き
た

の
は
社
会
の
上
層
部
の
み
で
あ
っ
た
。
筆
で
字
を
竹
や
木
片
の
上
に
書
き
、
そ
れ
を
編

ん
で
ま
と
め
て
使
用
し
た
が
、
簡
単
に
作
成
が
可
能
で
、
持
ち
歩
き
や
保
存
に
も
便
利

で
あ
っ
た
。
竹
簡
に
よ
っ
て
文
明
は
い
っ
そ
う
多
彩
に
な
っ
た
。

ま
た
竹
簡
は
、
古
代
文
明
を
解
き
明
か
す
た
め
の
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
た
。
一
九

七
〇
年
代
、
中
国
の
考
古
学
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
発
見
が
続
き
、
国
内
に
止
ま
ら

ず
、
海
外
に
も
そ
の
影
響
が
及
ん
だ
。
そ
の
一
つ
が
山
東
省
臨
沂
市
銀
雀
山
の
第
一
、、

第
二
号
西
漢
墓
の
発
掘
で
あ
る

銀
雀
山
漢
簡
が
発
掘
さ
れ
て
か
ら
五
〇
年
の
間

（

）。

注
１

山
東
博
物
館
は
竹
簡
の
保
護
・
研
究
と
伝
承
に
力
を
注
い
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
主
に

「
千
年
宝
物

人
間
再
現

「
兵
学
聖
典

世
界
驚
嘆

「
画
像
採
集

伝
承
研
究

「
教

」

」

」

育
普
及

文
物
活
用
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
改
め
て
銀
雀
山
漢
簡
の
発
見
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一
、
千
年
宝
物

人
間
再
現
（
貴
重
な
文
物
が
再
び
世
に
表
れ
る
）

一
九
七
二
年
四
月
十
日
、
山
東
省
臨
沂
市
南
部
の
銀
雀
山
の
工
事
現
場
で
、
地
元
の

人
々
が
古
墓
を
発
見
し
た
。
そ
の
後
、
山
東
省
博
物
館(

二
〇
一
一
年
に
山
東
博
物
館
へ

と
名
称
変
更)

と
臨
沂
文
物
組
は
こ
の
墓
と
隣
接
す
る
別
の
墓
に
対
し
て
発
掘
調
査
を
行

っ
た
。

二
つ
の
墓
は
、
石
室
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
墓
穴
は
直
接
石
を
掘
っ
て
形
成
さ
れ
て

い
る
。
墓
道
は
存
在
せ
ず
、
墓
は
長
方
形
の
竪
穴
木
棺
墓
で
あ
る
。
二
つ
の
墓
は
〇
、

五
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
安
置
さ
れ
て
お
り
、
墓
室
の
構
造
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
棺

の
外
側
に
は
黒
の
漆
が
、
内
側
に
は
朱
の
漆
が
そ
れ
ぞ
れ
塗
ら
れ
て
お
り
、
木
の
材
質

は
硬
い
。
以
上
の
墓
の
特
徴
や
、
出
土
し
た
副
葬
品
の
形
制
か
ら
鑑
み
る
と
、
二
つ
の

墓
の
時
代
は
い
ず
れ
も
前
漢
初
期
の
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
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墓
の
中
に
は
、
漆
の
木
器
・
銅
鏡
・
陶
器
・
銭
貨
な
ど
、
多
く
の
副
葬
品
が
確
認
で

き
た
が
、
最
も
重
要
な
文
物
は
大
量
の
竹
簡
で
あ
る
。
墓
に
水
が
た
ま
っ
て
お
り
、
竹

簡
は
長
い
間
、
泥
の
中
に
浸
か
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
竹
簡
を
結
ぶ
紐
は
朽

ち
て
無
く
な
り
、
発
見
時
に
は
す
で
に
散
乱
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
部
は
墓
中
の
泥
が

こ
び
り
つ
い
て
お
り
、
ひ
ど
く
傷
み
、
専
門
的
な
洗
浄
と
保
護
が
急
務
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
山
東
省
は
、
国
家
文
物
局
に
援
助
を
求
め
、
竹
簡
は
す
ぐ
北
京
に
運
ば
れ
た
。
国

家
文
物
局
は
山
東
省
博
物
館
と
全
国
の
専
門
家
と
学
者
を
呼
び
、
竹
簡
に
対
し
て
全
面

的
な
保
護
・
整
理
・
研
究
を
展
開
し
た

一
九
七
四
年
六
月
、
周
恩
来
首
相
は
自

（
注
２

。
）

ら
指
示
を
出
し
、
整
理
さ
れ
た
竹
簡
を
山
東
省
に
移
送
し
、
山
東
省
博
物
館
へ
所
蔵
・

保
管
を
指
示
し
た
。

（図１）孫子兵法竹簡

二
、
兵
学
聖
典

世
界
驚
嘆
（
兵
学
の
経
典
が
発
見
さ
れ
、
世
界
を
驚
か
す
）

整
理
後
、
銀
雀
山
漢
墓
か
ら
は
竹
簡
七
六
二
三
枚
、
木
牘
五
点
の
計
七
六
二
八
点
が

出
土
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
号
墓
出
土
の
竹
簡
が
大
部
分
を
占
め
、
長
簡
の
長
さ

が
二
十
七
・
六
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
五
～
〇
・
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
一
～
〇
・
二
セ
ン

チ
で
、
短
簡
の
長
さ
が
約
十
八
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
ま
た
少
量
の
木

、

、

「

」

牘
が
見
つ
か
り

長
さ
約
二
十
三
セ
ン
チ

漢
の
一
尺
に
相
当
す
る
い
わ
ゆ
る

尺
牘

。

、

、

が
見
つ
か
っ
た

二
号
墓
か
ら
見
つ
か
っ
た
竹
簡
三
十
二
枚
は

長
さ
六
十
九
セ
ン
チ

幅
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。

銀
雀
山
漢
墓
の
簡
牘
は
、
い
ず
れ
も
前
漢
前
期
の
書
写
で
、
紀
元
前
一
四
〇
年
な
い

し
前
一
一
八
年(

前
漢
の
文
景
期
か
ら
武
帝
初
期)

に
書
か
れ
、
比
較
的
古
い
写
本
で
あ

る
。
内
容
か
ら

「
兵
書

「
論
政
論
兵
の
書

「
陰
陽
数
術
方
技
の
書

「
そ
の
他
の
古

、

」

」

」

書
」
の
四
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
一
方
、
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う

点
で
、
二
つ
に
分
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
つ
は
、
名
前
の
み
伝
わ
る
文
献
や
名
前
す

ら
伝
わ
っ
て
い
な
い
新
出
の
文
献
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
文

献
で
あ
る
。

前
者
は

『
孫
臏
兵
法
』(

『
斉
孫
子
』)

十
六
篇
・

孫
子
兵
法
』(

『
呉
孫
子
』)

佚

、

『

『

』
『

』

『

』『

』

篇
五
篇
・
漢
武
帝

元
光
元
年
歴
譜

・

地
典

・
唐
勒
宋
論
人
材
賦
・

守
法

守
令

等
十
三
篇
・
論
政
論
兵
類
の
書
五
〇
篇
・
陰
陽
・
時
令
・
占
候
の
書
十
二
篇
・
相
狗
・

。

、

作
醤
法
な
ど
の
雑
書
が
挙
げ
ら
れ
る

こ
れ
ら
の
文
献
は
伝
世
文
献
の
内
容
を
裏
付
け

補
完
す
る
点
で
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
た
と
え
ば
漢
武
帝
の
『
元
光
元
年
暦
譜
』
は
、

中
国
に
お
い
て
今
ま
で
発
見
さ
れ
た
も
の
の
中
で
、
最
も
古
く
保
存
状
態
の
良
い
暦
書

で
、
古
代
暦
の
研
究
に
お
い
て
貴
重
で
あ
り

『
資
治
通
鑑
目
録
』
な
ど
の
文
献
典
籍
の

、

誤
り
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

後
者
は

『
孫
子
兵
法
』
十
篇

『
尉
繚
子
』
五
篇

『
六
韜
』
十
四
篇

『
晏
子
』
十

、

、

、

、
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六
篇
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
時
の
学
界
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
よ
り
後
世
の
成
立

だ
と
見
な
す
動
き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
銀
雀
山
漢
簡
に
こ
れ
ら
の
文
献
が
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
に
よ
り
、
成
立
の
古
さ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
後
者
の
文
献
は
、
文
献
の
校

訂
・
源
流
と
沿
革
の
考
察
に
有
用
で
あ
る
。

銀
雀
山
漢
簡
に
含
ま
れ
る
文
献
は
、
兵
書
が
最
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
の
出
土
文
献
の

中
で
は
最
も
豊
富
で
あ
る
。
特
に
最
も
世
間
に
注
目
さ
れ
た
『
孫
子
兵
法
』
と
二
千
年

以
上
失
わ
れ
て
い
た
『
孫
臏
兵
法
』
は
同
じ
墓
か
ら
出
土
し
、
千
年
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
た
孫
子
と
そ
の
書
に
関
す
る
論
争
を
終
結
さ
せ
た
。

『
孫
臏
兵
法
』
は
魏
晋
時
代
に
失
わ
れ
、
隋
代
以
降
の
図
書
目
録
に
は
見
ら
れ
な
い

、

、

。

た
め

宋
代
以
降
の
学
界
で
は

孫
子
と
孫
臏
の
関
係
に
つ
い
て
議
論
が
続
い
て
い
る

主
な
説
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・

史
記
』
の
記
述
を
支
持
し
、
孫
子
・
孫
臏
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
人
物
で
、
各
々
の
兵
法

『が
伝
わ
っ
て
き
た
と
い
う
説
。

・

孫
子
兵
法
』
の
著
者
は
孫
臏
で
、
孫
子
と
孫
臏
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
い
う
説
。

『
・
孫
子
・
孫
臏
は
別
々
に
存
在
し
て
い
て
、
既
存
の
『
孫
子
兵
法
』
の
著
者
が
孫
臏
で

あ
る
と
い
う
説
。

銀
雀
山
漢
墓
の
竹
簡
が
出
土
す
る
ま
で
、
学
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
唱
え
、

論
争
が
続
い
て
い
た
。
そ
し
て
『
孫
子
兵
法

『
孫
臏
兵
法
』
が
同
墓
よ
り
出
土
す
る
こ

』

と
で
、
孫
子
と
孫
臏
が
実
は
二
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
兵
書
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
実
証

さ
れ
た
。

『
孫
子
兵
法
』
は
春
秋
末
の
斉
人
で
あ
る
孫
武
の
作
で
、
中
国
で
最
も
影
響
力
の
あ

る
兵
書
で
あ
り

「
兵
学
の
聖
典
」
と
称
え
ら
れ
て
い
る

『
孫
臏
兵
法
』
の
著
者
は
孫

、

。

臏
本
人
と
そ
の
弟
子
で
あ
り
、
孫
臏
は
孫
武
の
子
孫
で
、
孫
武
よ
り
百
年
ほ
ど
後
の
人

物
で
あ
る
。

銀
雀
山
漢
墓
の
発
掘
は
、
非
常
に
重
要
視
さ
れ
、
七
〇
年
代
に
「
新
中
国
５
０
年
影

響
最
大
的
考
古
発
現
」
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
九
〇
年
代
に
は
「
新
中
国
影
響
最
大
的
考

古
発
現
」
に
選
ば
れ
た
。
さ
ら
に
二
十
一
世
紀
の
初
め
に

「
中
国
２
０
世
紀
１
０
０
項

、

考
古
発
現
」
の
一
つ
と
評
価
さ
れ
た
。
銀
雀
山
漢
簡
は
中
国
の
歴
史
・
哲
学
・
暦
法
・

文
字
・
簡
冊
制
度
・
古
籍
校
勘
・
書
道
芸
術
な
ど
、
多
方
面
の
研
究
に
お
い
て
貴
重
な

資
料
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
画
像
採
集

伝
承
研
究
（
竹
簡
の
整
理
作
業
・
研
究
）

一
九
七
四
年
六
月
、
周
恩
来
首
相
は
、
銀
雀
山
漢
簡
の
移
送
用
の
列
車
を
用
意
さ
せ

た
。
銀
雀
山
漢
簡
は
北
京
か
ら
山
東
に
運
搬
さ
れ
、
山
東
省
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た

こ
れ
を
機
に
、
銀
雀
山
漢
簡
と
山
東
博
物
館
と
の
縁
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
れ
ら

（
注
３

。）

の
貴
重
な
遺
産
を
丁
重
に
保
護
し
、
次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
は
、
山
東
博
物
館
が
果
た

す
べ
き
責
任
と
義
務
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
、
山
東
博
物
館
は
国
家
文
物
局
が
呼
び
か
け
た
「
第
一
次
可
移
動
文
物

普
査
」
に
応
じ
、
中
華
文
物
遺
産
研
究
院
・
荊
州
文
物
保
護
中
心
・
清
華
大
学
出
土
文

献
研
究
与
保
護
中
心
な
ど
と
共
に
「
銀
雀
山
漢
簡
保
護
、
整
理
与
研
究
」
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
た
。
こ
の
事
業
は
、
国
家
文
物
局
に
承
認
さ
れ
、
さ
ら
に
「
二
〇
一

」

。

、

一
協
同
創
新
平
台

と
い
う
重
点
事
業
に
も
採
択
さ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
項
目
は

「
一
、
銀
雀
山
漢
簡
の
保
管
・
保
護
及
び
デ
ー
タ
採
取

「
二
、
銀
雀
山
漢
簡
の
整
理
と

」

（
注
４

。

研
究

「
三
、
文
物
の
継
続
的
利
用
に
つ
い
て
」
に
分
け
ら
れ
る

」

）

二
〇
一
五
年
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
約
二
ヵ
月
の
間
、
一
の
事
業
が
順
調
に
完
了
し

た
。
全
て
の
竹
簡
に
対
し
て
再
び
殺
菌
処
理
を
行
い
、
一
部
の
試
験
管
・
ゴ
ム
栓
な
ど

の
器
具
を
新
調
し
、
長
期
間
の
保
護
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
処
理
を
施
し
た
。
同
時
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に
、
竹
簡
の
赤
外
線
画
像
の
採
取
と
表
裏
の
カ
ラ
ー
写
真
を
順
調
に
撮
影
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
精
密
な
画
像
デ
ー
タ
を
入
手
し
、
後
の
整
理
・
研
究
の
た
め
の
基
礎
を
築
い
た
。

銀
雀
山
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
約
七
千
点
の
竹
簡
は
、
貴
重
な
出
土
文
献
と
し
て
、
伝

世
文
献
と
は
比
較
で
き
な
い
程
の
真
実
性
を
持
ち
、
重
要
な
研
究
価
値
が
あ
る
。
竹
簡

が
出
土
し
た
後

国
は
専
門
家
を
呼
び
研
究
を
始
め
た

当
初
は

羅
福
頤
・
顧
鉄
符
・

、

。

、

、

。

呉
九
龍
な
ど
の
専
門
家
が

釈
文
・
模
写
の
作
成
な
ど
の
整
理
・
編
集
作
業
を
進
め
た

さ
ら
に
一
九
七
四
年
、
北
京
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
八
機
関
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た

十
九
人
の
整
理
チ
ー
ム
が
発
足
し
た
。

研
究
チ
ー
ム
の
作
業
が
進
み
、
そ
の
成
果
が
報
告
さ
れ
る
と
、
中
国
内
外
の
学
界
は

大
変
驚
き
注
目
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
撮
影
技
術
に
は
限
界
が
あ
り
、
写
真
は
モ
ノ

ク
ロ
で
、
一
部
の
文
字
は
不
明
瞭
で
あ
り
、
釈
読
で
き
な
い
部
分
が
存
在
し
て
い
た
。

ま
た
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
だ
と
、
竹
簡
の
朱
色
で
の
表
記
・
背
面
の
劃
痕
・
反
印
文
字
は

、

。

確
認
で
き
な
い
の
で

新
た
に
赤
外
線
写
真
と
カ
ラ
ー
写
真
の
採
取
が
必
要
と
な
っ
た

現
在
、
原
整
理
チ
ー
ム
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
新
し
い
整
理
と
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
着
実
に
進
め
て
い
る
。
参
加
者
は
、
清
華
大
学
・
復
旦
大
学
・
吉
林
大
学
・
山
東

大
学
・
済
南
大
学
・
中
華
書
店
や
、
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
・
故
宮
博
物
院
・
山
東
博

。

、

、

物
館
と
い
っ
た
機
関
に
所
属
す
る
専
門
家
で
あ
る

ま
た

研
究
の
質
を
高
め
る
た
め

李
学
勤
・
裘
錫
圭
・
李
均
明
氏
に
学
術
顧
問
と
い
う
形
で
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

新
し
い
研
究
成
果
で
あ
る
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
集
成
』
は
、
新
た
に
撮
影
し
た
赤
外

線
ス
キ
ャ
ン
図
版
・
カ
ラ
ー
表
裏
面
及
び
部
分
拡
大
図
版
を
追
加
し
、
一
部
の
釈
文
に

は
注
釈
を
増
補
し
て
い
る
。
合
わ
せ
て
十
集
に
分
か
れ
て
お
り
、
各
分
集
の
内
容
及
び

分
担
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
壱
集
『
孫
子
兵
法

、
楊
小
亮

』

第
弐
集
『
孫
臏
兵
法

、
張
海
波

』

第
参
集
『
尉
繚
子

、
賈
連
翔

』

第
肆
集
『
守
法
守
令
等
十
三
篇

、
鄭
子
良
・
宋
華
強

』

第
伍
集
『
六
韜

、
楊
青
・
劉
釗

』

第
陸
集
『
論
政
論
兵

、(

上
・
下)

、
楊
安

』

第
柒
集
『
晏
子

、
駢
宇
騫
・
王
輝

』

第
捌
集
『
陰
陽
時
令
占
候
』(

上
・
下)

、
衛
松
涛
・
王
輝

第
玖
集
『
唐
勒

『
七
年
視
日
』
木
牘
等
、
馬
楠
・
張
海
波

』

（
注
５)

第
拾
集
『
散
簡
』(

上
・
中
・
下)

、
張
海
波

現
時
点
で
、
第
壱
集
か
ら
第
参
集
ま
で
は
既
に
出
版
さ
れ
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
研
究

の
基
盤
を
一
層
固
め
る
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
教
育
普
及

文
物
活
用
（
竹
簡
の
教
育
普
及
と
文
物
の
活
用
）

二
〇
一
一
年
、
専
門
家
の
選
定
と
観
客
の
投
票
を
経
て
、
銀
雀
山
漢
簡
は
「
山
東
博

物
館
十
大
鎮
館
之
宝
」
に
選
ば
れ
た
。
山
東
博
物
館
は
、
銀
雀
山
漢
簡
を
収
蔵
す
る
機

関
と
し
て
「
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
文
物
、
広
大
な
大
地
に
並
べ
ら
れ
た
遺
産
、
古
い

典
籍
に
書
か
れ
た
文
字
を
生
か
す
」
と
い
う
方
針
を
徹
底
し
、
竹
簡
に
よ
る
教
育
の
普

及
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
着
実
に
あ
が
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
二
〇
一
六
年
に
は
簡
帛
の
歴
史
文
献
的
価
値
と
芸
術
的
価
値
を
高
め
る
べ

く

「
書
於
竹
帛

中
国
簡
帛
文
化
展

」
を
開
催
し
、
近
年
の
中
国
簡
帛
文
献
の
整
理

、

―

―

と
簡
帛
文
化
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
展
示
し
た
。
二
〇
一
九
年
に
は
中
央
テ
レ
ビ
（
Ｃ

Ｃ
Ｔ
Ｖ

と
提
携
し

孫
子
兵
法

孫
臏
兵
法

の
竹
簡
を
中
央
テ
レ
ビ
の
番
組

国

）

、『

』『

』

「

家
宝
蔵
」
で
紹
介
し
た
。
番
組
は
盛
況
に
終
わ
り
、
視
聴
者
の
銀
雀
山
漢
簡
へ
の
興
味

と
見
学
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
大
い
に
刺
激
し
た
。
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ま
た
、
青
少
年
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
書
写
竹
簡
」
を
立
ち
上
げ
、
子
供
に
竹
簡
を
編

ん
で
も
ら
い
、
竹
簡
を
書
く
過
程
で
歴
史
知
識
を
学
ぶ
場
を
提
供
し
て
い
る
（
図
２

。）

さ
ら
に
、
二
〇
一
九
年
に
は
「
書
写
竹
簡
」
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
海
外
で
も
開
催
し

た
（
図
３

。
具
体
的
に
は
、
山
東
省
及
び
中
国
を
代
表
し
て
日
本
・
韓
国
で
開
催
さ
れ

）

た
文
化
・
観
光
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
参
加
し
、
外
国
の
人
々
に
竹
簡
を
知
っ
て

も
ら
い
、
中
国
文
化
の
魅
力
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
た
。

山
東
博
物
館
の
展
示
室
で
は
、
展
示
ケ
ー
ス
の
中
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
銀
雀
山
漢
簡

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
竹
簡
は
、
劣
化
を
防
ぐ
た
め
の
ガ
ラ
ス
管
の
中
に
丁
重
に
保

存
さ
れ
、
ま
た
柔
ら
か
い
光
に
照
ら
さ
れ
、
表
面
の
文
字
が
鮮
明
に
見
え
て
い
る
。
そ

の
様
子
は
、
あ
た
か
も
我
々
に
何
千
年
前
の
物
語
を
訴
え
か
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

注
山
東
省
博
物
館
・
臨
沂
文
物
組
「
山
東
臨
沂
西
漢
墓
発
現
《
孫
子
兵
法
》
和
《
孫
臏
兵
法
》
等

（
１
）

竹
簡
的
簡
報

（

文
物
』
一
九
七
四
年
第
二
期
、
一
九
七
四
年
）

」
『

李
慧
芹
「
遺
落
在
竹
片
上
両
千
年
的
墨
痕
落
在
竹
片
上

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

（

中
国
博
物

（
２
）

―

―
」
『

館

、
二
〇
一
〇
年
）

』
胡
新
民
「
周
恩
来
与
文
物
考
古
工
作

（

党
史
博
采

上
』
二
〇
一
八
年
第
八
期
、
二
〇
一
八

（
３
）

」
『

年
）

楊
青
「
守
護
国
宝
、
伝
承
文
明

揭
秘
銀
雀
山
《
孫
子
兵
法

《
孫
臏
兵
法
》
漢
簡

（

春

（
４
）

―

―

》

」
『

秋
』
二
〇
一
九
年
第
一
期
六
十
三
頁
、
二
〇
一
九
年
）

（図３ 「書写竹簡」体験プログラム）

（二〇一九年・大阪）

（図２）青少年教育プログラム

「書写竹簡」



（ 104 ）

山
東
博
物
館
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
編

賈
連
翔
整
理

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
集
成

参

文

（

）
５

、

『

』（

物
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）

郭

映
雪
（
か
く
・
え
い
せ
つ
）

一
九
八
四
年
生
ま
れ
。
中
国
済
南
・
山
東
博
物
館
文
博
副
研
究
館
員
。
専
門
は
博
物
館
学

（
文
物
鑑
賞
、
教
育
普
及
と
展
覧
会
海
外
交
流

。
主
編
訳
に
『
郷
愁

日
本
近
代
浮
世

）

―

絵
名
品

（
北
京
聯
合
出
版
公
司
、
二
〇
一
七
年

、
主
要
論
文
に
「
博
物
館
視
角
下
的

―
』

）

日
本
海
外
教
育
旅
行
研
究

（

山
東
博
物
館
輯
刊

、
二
〇
二
〇
年

「
四
千
年
前
地
球
文

」
『

』

）

明
最
精
緻
之
制
作

卵
殻
黒
陶
高
柄
杯

（

春
秋
』
二
〇
二
一
年
第
四
期
、
二
〇
二
一

―

―
」
『

年
七
月
）
な
ど
。


